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緒　　　雷

　柞搬の微粒子繊査法ミして1よ、從來は日本内地に於て甑縣業法規に定められたる方法（蛾騰

の磨潰液による繊査法）を準用しっ・あったのであるが、最近に於て九州帝圃大熱赦授田中義

麿博士は、蝋髄の脂肪紐織1こよる検査方法を公表され、叉常揚前養灘科罠（覗四蟄柞獄種繭場

長）湯川秀聚氏は、蛾｛｝1隆lll腋にょる方法を考案嚢表し、夫れ夫れの覗野角度に於てその實用的

便値を提雷されてlil｝る。一方家露盆に於て｛よ数年褒微粒子胞子の比璽の大なる鮎に諮目しで、還

心力を利用する微粒子胞子集積繊査法、」又は1；1然沈降瞼査法等の研究が略々完成の域に近づき

つ・あり、爾潜何れの方法によるも從來の蛾髄の磨潰液をそのま・鏡峨する方法に比して癒か

に高傘の1泡子瞼｝島傘を鵬げ得らるるこSが明かにされつXある。

　帥ち從來の柞獄微粒子瞼査方法は改あて再瞼討を要する剛田に至嘘したる諜であつて、著暫

等は今春の探種隊期に於て相當歎の實験成績を牧めた。且つ該成績は從來より考慮せられつ・

あつた柞叢の微粒子病被害軽減封策に勤しても、根本的に再強討を加ぶ・るの必要を結論せしむ

るものあるにより此麩に其の成績を報告する。

　　　　　　　　　　　　　　1．試　験　方　　法

木研究に於丁’は次の方法を探用比較試瞼しナこ。

a・蠣｛燈脂肪組織による櫨査方法

春期補温聞始直後の種醐訪袋て繭暦を切開して取出したる輔の腹部第6瑛節正中線の左霜何

れかの近擾鮎より鋭利なる披針を用ひて約1C・nlm・弱の脂肪紅1織片を別り取り、常法ヒよ動鏡

楡する。　ト1　　’

b・　晦哺豊1血液による花愈査方法

　上記のII旨肪組織による槍査を了したるものを再び繭殻中に納めて補瀧を績げ、朋毛塵卵を待

っ℃胸部第2脚の左1右何れかを切噺し」C探1伽鏡瞼するQ

c．トL 體ｫの磨濃液による楡査方法

前記の峨による髄酵したる蠣の腹部第8・畷節剃騰障して・常法により騰
する。

d．蛾膿i膳潰液に胞子の自然沈降塵理を施しての楡査方法

　前項の瞼査を了したる蛾｛幾磨憤液を｝挽脂綿にて濾過して自然沈降管に注入し、1鑑i夜室濫1に
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放置して後、常法により鏡楡する。

　　備　考　自然沈降替はセルロイド製、下端の絞られたる穫12mm、高さ8cmの上下ゴム栓赫のものを

　　使用した。

猴・鏡瞼に際してはLeitz　800倍の顯微錫陸用ひ、強出胞挙数は細て10覗野に現れkる含計を

以てし、楡出胞子撒過多にして郵定不能の揚含は詑貌。りを以て衷艮1す為こざ霊した。

　　　　　　　　　　　　　1｛・試験成績
試1瞼成績次の如し。

（1）各種搬査方法による成績の比較

各覆働査方法による比較成飛叢次の如しt，但し

Aは虫灘脂BI」，｛‘，1㈱こよる灘　　iうは蛾酬1腋による検査　　　　’°

c幽咄羅腋による瞼孟葦　　Dは醐糖撒に胞予の1撚沈【職理を施じG紋査
せるこSを示すものtrす。
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（2）楡査力法豪異にする場禽の満洲柞獄の準均有雛率比較

　訟に満洲に於て現在一一艘こ飼育しつ・あるものs微粒チ罹病率に旗ては、晋通の母皿鯉）磨潰

液による瞼査方法によつて20～30形ミ公表されて厩るも1沈降法による成績の調査せられたる

ものなきにより、今篠萬家嶺附逝i農家により實際に探卵飼育せるものの母蛾を集めM普通の磨

潰液による検査方法ざ比較調査せる結襲次の成績を得たo

　　　　第9表li舗茸12帯春瀬期に於ける萬家嶺附近農家の供用種繭有襟傘表

原　産　地　　、畑蛾供給脅像所工巳名

草　　河　　口

　　同

　　同

　　同

　　同

　　同

　　岡

安　　　　陽

草，　河「Pl

　　岡

　　同

安　　　　陽

不　　　　　明

　　同

　　同

東　　　　豊

不　　　　　賜

軍　　　　均

古費溝ヨ三　桂　樺

馬家屯　馬　慶　憂

　同　　三E　　　某

　岡　　…転　　　業

朱家溝孫　　　茶

城pr．溝梁　吉　爽

　同　　魯　鞭　徳

　同　　三湊　嚢　山

温：家溝火　　　名

　同　　丁　　　莱

　同　　火　　　　塙

　同　　炎　　　名

老爺醐孫　鴻　義

　同　　孫　鴻　慶

施家屯趙錫釣
開1家池聞　　　某

孟家屯火　　　名

検斑法Cによる糖撫韓％

14．3

、　0．0

25．0

33，3

10．4

5αo

】5，0

　0，0

　5，；）

50．0

11．1

33，3

GO。0

10、O

　O．0
［騨4
14．3

66．6

23．4

麓「望芒法Dによる有諺葦i琴俸96

備考供試蛾数は4蛾～50蜘くして各雌一定せず。　　　　　　．

、　　、　　　　　lll・試験成績総括

28。6

66．ワ

75．0

66．7

39．6

10⑪．0

75．0

27、3

36．8

85．7

33、3

66．7

SO．0

40，0

28．6

47．6

S3．3

57，7

　今、前節に記載せる各種瞼査万法による成績の比較を普通の磨濃液による方法を100εする

指藪にで示す。

第　　　1　　　表

第　　　2　　　表

錦　　　3　　　表

第　　　4　　　表

A

工08．3

62．毎

B　　　　　　　　C　　　　　　　D

100、0　　　　　　100．0　　　　　　125．0

938　　　　　　　　　　　100．0　　　　　　　　　　　125．0

100．0　　　　　　100．0　　　　　　549．6

100．0　　　　　　　　　　　100．0　　　　　　　　　　　525．3
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第　　　　5　　　　蓑

第　　　　6　　　表

笛　　　　7　　　表

嬢　　　　8　　　表

錦　　　　9　　　表

20．9

儲S．6

7L2

”t9　．a

85．7

71、2

1．4，，3

コoo．o

1aO．o

工eo，o

：100．0

工oo，o

Is9．，｛

219．o

328．3

678．6

24郷

　2iJち從來の慷準的慣行）ケ法ナこる魯通の1葺餓の1ジ轍液による方法に比し｝1旨肪組織による力法、

而L液による方法共に働瞬ミは低尋ミにして・濁り沈降法のみは1・25～6，7倍の槍1購ミあり、且つ概

して金撒εしての有襟歩合低傘なる揚合に於いて爾検査方法による癩lil傘の難異醤に大なるが

如き傾向を示し居るは注闘に値す。（餉節の各衷滲照）

　猫・第9衷蛇に葡蓑により浦洲の柞鱗0ソ図勾罹病牽は從來20～3吻なり賞嚢はれて居るも、

沈降楡査法を探用して鏡楡せる場合は寧ろその2～3倍の躍病摩なるこごを知る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　Iv，摘　　　嬰

1．柞瀬微粒子櫓祷i法に於ける4種の瞼：査方法を比較椀lrl・1’した。

2、結果に於ては蝋髄lii？iiJj組織による力法、蛾艦lfi腋にょる方法は從來より寂識蚊に天懲、柞

　翼に於て一一一般に背はれて垢｝｝る蛾艦の塘1貴液による直接の櫓査法ざ共に’il’Wt，ii｛fi潰液を用ひての自

　然沈降検複法に調晶して漉かに及ばない。

3・而して瀾洲柞叢の1敷粒子罹病傘は從來の磨澱液による直接の瞼査方法による1愈査成縫を根

　撮εして2⑪～30％ざされ贋るも・沈降イ愈騰方法を恨撮ざして考ふれば、その榊茜轍ま寧ろ軍

　均60％内外ざ云ふのが翼枳に近い。

4・・從つて介援柞獄に於ける微粒子獅策は自然沈降1愈盗法の探用を前提Sしで、ll．つこれによ

　つで得ナニ戒績を蕪礎こして立璽考’箆する必要がある。

附記　本研究の完了後に於て馨脅の一・人岡の考案による改良沈降働査法が完成した。（別報）こ

　の方法によれば從來の沈降検査法に比し勘くEも8～10倍の瞼出胞子数を期待し禍るのであ

　つて、從つてこ・に適要した粋獄微粒ア欝策も？；穿然この改良沈降瞼査法によるべぎは論を侯

　たない。

　猫、著看の一一人池旧による別報、浦洲に於ける杵獄微粒子病被害報減策案に於ても當然の結

　果ミしてこれを引用して層る。

　　　　　　　　　　　　　　　　（於満洲國熊掃城腿謝試瞼揚）
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